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1

f(x, y) = x2 + xy + 2y2 とする。以下の問いに答えよ。
(1) 領域D1 をD1 = {(x, y)|0 ≤ x ≤ 1, 0 ≤ y ≤ 1}とし, 重積分

∫∫

D1

f(x, y)dxdy

の値を求めよ。
(2) 領域D2 をD2 = {(x, y)|0 ≤ x ≤ y ≤ 1}とし, 重積分

∫∫

D2

f(x, y)dxdy

の値を求めよ。
(3) 領域D3 をD3 =

{
(x, y)

∣∣1 ≤ x2 + y2 ≤ 4
}とし, 重積分

∫∫

D3

f(x, y)dxdy

の値を求めよ。

数―1



2

2つのベクトル a, b が |a| =
√
5, |b| = 2, |a− b| = 1 を満たすとする。

以下の問いに答えよ。
(1) 内積 (a, b) を求めよ。
(2) |a+ 2b| を求めよ。
(3) a と b のなす角を θ とするとき、cos θ の値を求めよ。
(4) f(x) = |xa+ b| の最小値を求めよ。

数―2



3

A =

(
1 4

2 −1

)
とする。以下の問いに答えよ。

(1) A の固有値と固有ベクトルを求めよ。
(2) A を対角化可能であるか調べ, 可能であれば対角化し, そうでなけれ
ばジョルダン標準形を求めよ。

(3) An を求めよ。

数―3



4

数列 {an}∞n=0 が
0 < a0 < 3, an+1 =

√
an + 6 (n = 0, 1, 2, . . . )

をみたすとする。以下の問いに答えよ。
(1)

0 < an < 3 (n = 0, 1, 2, . . . )

が成り立つことを示せ。
(2) 数列 {an}∞n=0 が単調増加数列であることを示せ。
(3) 数列 {an}∞n=0 が収束するか発散するかを述べ, 収束するならばその
収束値を求めよ。

数―4
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